
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域ぐるみの支え合い通信 
第３号 令和３年３月発行 

あきる野市健康福祉部高齢者支援課 

電話：５５８－１１１１（代） 

あきる野市社会福祉協議会 

生活支援コーディネーター 

電話：５９５－９０３３ 

新型コロナウイルス感染症により私達の生活が一変しました！ 

 昨年１月から広がった新型コロナウイルス感染症。未知のウイルスへの恐怖の中、感染防止対策が

手探りで進められ、マスク着用、手洗い、３密を避けるなどを含む「新しい生活様式」を実践すること

になりました。現在でも、不安やストレスを感じながらの生活が続いています。 

顔を合わせ、交流すること、趣味の活動や運動をすることで、元気になる居場所（拠点）を地域に

増やそうと動いている本事業も、大きな影響を受けました。しかし、制限を受けながらも、前向きに、

出来る事を実践していこうと活動している方も多くいらっしゃいます。大勢で集まることが出来な

いからこそ、身近な地域での挨拶や声かけ、小さな集まりがストレスを緩和させ、元気の源になるの

ではないでしょうか。 

あきる野市生活支援体制整備事業（地域ぐるみの支え合い推進協議体・生活支援コーディネーター） 

誰もが、住み慣れた地域で、いつまでもいきいきと、心豊かに暮らせる社会に向けて

～ 

地域の情報をまとめて、ホームページで公開しました！ 

社会福祉協議会のホームページ

に、地域の人口や施設などの社会資

源の情報を、東秋留、西秋留、多

西、増戸、五日市、戸倉・小宮の６地

区別にまとめて公開しました。 

ぜひ、ご活用下さい。 

http://www.akiruno-shakyo.or.jp 

 

茶話会・軽レク班は１２月～３月休み 

グラウンド・ゴルフ班は１～３月休み 

カラオケ班は現在休止中 
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住民と関係機関とのつなぎ役と

して、それぞれの担当地域で活動

しています。高齢者、障がいをお持

ちの方、子育て世代などの身近な

相談相手として地域生活を支援す

るほか、行政や町内会・自治会、

市立小中学校などと協力体制を

築いています。 

 地域での継続した活動が評価さ

れ、今年度厚生労働大臣表彰を

受賞しました。（事務局：あきる野

市健康福祉部福祉総務課） 

 

コロナ禍で、いろいろな

仕組みが変わろうとして

います。私が個人的に良

かったと思うことは、①病

院の待ち時間がなくなっ 

あとがき 

 

こちらでは、協議体に参画している団体の紹介をしていきます。 

 

 

介護予防リーダーによる介護予防教室がスタートしています！ 

開催 

 

 あきる野市では、平成２９年度から、地域で高齢者が集まる場所を作り、介護予防につながる体操を広

めるボランティアとして介護予防リーダーを育成しています。講座を修了すると、介護予防リーダーとして

地域での活動立ち上げを進めて行きます。これまで１か所だった活動が、令和２年度に１か所立ち上がり、

今後も増えていく予定です。ぜひ、ご参加下さい。※感染症等の影響で休止することがあります。 

民生・児童委員とは 

○厚生労働大臣から委

嘱されている、特別

職の地方公務員（非

常勤）です。 

○あきる野市には７０人

の委員がいます。 

○任期は３年です。 

（令和３年１月～２月休み）  （令和３年１月～２月休み）

 

あきる野市 

民生児童委員協議会 

たこと。予約時間ですぐに診てもらえて助

かります。②オンライン研修となり都心へ

の移動時間がなくなったことです。３００人

以上が参加する研修でも、瞬時に５～６

人のグループに分かれ、グループ毎に話

し合うことができ、技術の進歩に驚かされ

ます。とは言え、直接会って情報交換を

することも大切ですので、新しいことを取り

入れながらも、従来の良さを活かしていき

たいと思います。生活支援コーディネーター本間 


